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  令和２年６月教育委員会定例会 会議議事録 

 

 

 

 １ 招集年月日     令和２年６月25日（木）午前10時 

 

 

 ２ 招 集 場 所     第３委員会室 

 

 

 ３ 出 席 者     教育長             大 場 健 哉 

             教育長職務代理者        髙 橋 明 子 

             二番委員            荒 明 美恵子 

             三番委員            大 森 佳 彦 

             四番委員            遠 藤 一 幸 

 

 

 ４ 出 席 職 員     教育部長            江 花 一 治 

             教育総務課長          大 瀧 浩 信 

             学校教育課長          武 藤 幸 意 

             生涯学習課長          植 村 泰 徳 

             文化課長            松 崎 裕 美 

             中央公民館長          栗 城 由 紀 

             学校教育課主幹         小荒井   浩 

             教育総務課長補佐        安 藤   茂 

             学校教育課長補佐        油 井 弘 美 

             生涯学習課長補佐        髙 橋   淳 

             文化課長補佐          鈴 木 美智子 

             文化課長補佐          山 中 雄 志 

             中央公民館長補佐        塚 原 優 郁 

 

 

 ５ 閉   会     午前11時30分 
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教育長 おはようございます。定刻よりも若干早いんですが、皆さんお

そろいですので始めてまいりたいと思います。 

ただいまより令和２年の６月の教育員会定例会を始めたいと

思います。 

開始の時刻でありますが、午前10時ということでお願いいたし

ます。 

会期の決定についてお諮りいたします。会期につきましては本

日１日ということでよろしいでしょうか。 

＜異議なしの声あり＞ 

教育長 では、異議なしということでありますので、会期については本

日１日といたします。 

続いて、書記の指名に移りますが、書記については教育総務課

の課長補佐安藤さんにお願いしたいと思うんですが、よろしいで

すか。 

＜異議なしの声あり＞ 

教育長 では、異議なしということでありますので、教育総務課の課長

補佐安藤さんに書記をお願いいたします。よろしくお願いいたし

ます。 

続いて、４番の会議録の承認に移ります。お手元に令和２年４

月と５月の教育委員会の会議録があると思うんですが、その内容

等について、加除訂正等も含め何かご意見等ありましたらお願い

いたします。 

荒明委員 ５月のでもよろしいですか。（「どちらからでも」の声あり） 

では、５月の会議議事録の24ページ。一番下の私の発言の中で、

３月４日以降の空白の部分を、１学期の４月30日までというとこ

ろ、ここは７月31日。４月30日では何か変だなと。空白の部分を、

そこまである程度カリキュラムを頑張ってこなすようにという

ことだから、１学期間のことだから、（「１学期間という意味で

ね」の声あり）だから７月31日ではないかなと。（「分かりまし

た」の声あり）何か私も何を言ったか分からないんですが、これ

を読むと７月31日が適当かなと。それで訂正をお願いいたしま

す。 

教育長 内容等については１学期中にということなので、（「そういう

ことですよね」の声あり）４月30日を７月31日と。（「訂正お願

いします」の声あり）よろしいですか。 

教育総務課長 そのように訂正させていただきます。（「お願いします」の声

あり） 
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教育長 ほかにございますでしょうか。よろしいですか。 

＜なしの声あり＞ 

教育長 では、特にないということでありますので、この会議録につい

てはお手元にあるように４月、５月分、このような形で整理する

ということでよろしくお願いいたします。 

続いて、報告事項に移ります。 

最初に、事務局からこの部分について何か加筆訂正等あったら

お願いいたします。 

教育総務課長 それでは、行事等報告をさせていただいてよろしいですか。す

みません、中で訂正させていただきます。（「お願いします」の声

あり） 

では、行事等報告させていただきます。 

１ページをお開き願います。 

前回５月の定例会の開催日の５月14日から昨日までの行事等

を記載させていただいておりますけれども、今回４件記載させて

いただいたところですけれども、昨日１件、文化財保護審議会と

いうものがございましたので、追加をお願いしたいと思います。

月日が６月24日で、曜日が水曜日、時間が13時30分。行事名とし

まして、文化財保護審議会。開催場所が第１会議室でございます。

担当課名が文化課。出席者が教育長と文化課長でございます。 

以上、１件追加ということで５件になりましたので、日時、行

事名等ほかにつきましては省略させていただきたいと思います

ので、よろしくお願いいたします。 

説明は以上でございます。 

教育長 それでは、ただいま事務局のほうから行事等の報告、１件、昨

日の６月24日分の文化財保護審議会の部分が付け足されました

が、このことについて委員の皆様から何かございましたらお願い

いたします。よろしいですか。 

＜異議なしの声あり＞ 

教育長 では、特に異議がないということでありますので、行事等の報

告についてはこの程度といたします。 

続きまして、教育長の報告ということでありますが、私からは

特にはないのですが、よろしいですか。 

＜はいの声あり＞ 

教育長 では、６番の審議事項に入りたいと思います。 

議案が第９号から第14号までございますが、内容に入ります前

に、事務局より加筆訂正等ありましたらお願いいたします。 
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教育総務課長 １件修正をお願いしたい点がございますので、お願いいたしま

す。 

議案第11号ですので、５ページをお開き願いたいと思います。 

議案第11号の中の文言が、一番下の行でございまして、「塩川

小学校学校の運営」となってございますが、塩川小学校の後に平

仮名の「の」。「学校の」の「の」は削除していただきまして、流

れとしましては、「塩川小学校の学校運営協議会委員を」という

流れになります。ちょっと「の」の位置がずれておりましたので、

修正方お願いしたいと思います。 

あと、議案第14号につきましては本日配付になってしまいまし

たこと、大変申し訳ございませんでした。 

以上でございます。 

教育長 では、今の修正箇所、よろしいでしょうか。 

＜はいの声あり＞ 

教育長 それでは、議案第９号を取り上げたいと思います。喜多方市立

小学校及び中学校管理規則の一部を改正する規則についてとい

うことで、まず事務局より説明を求めます。 

学校教育課長 

 

それでは、議案第９号につきまして、資料の２ページをご覧い

ただきたいと思います。 

議案第９号喜多方市立小学校及び中学校管理規則の一部を改

正する規則についてであります。 

喜多方市立小学校及び中学校管理規則（平成18年喜多方市教育

委員会規則第９号）の一部を次のように改正しようとするもので

あります。 

第11条ということで、その後に記載してございますが、次ペー

ジの３ページをお開きいただきたいと思いますけれども、規則の

中の第11条に休業日という項目がございます。こちらについて

は、これまで「学校の休業日は、法令に定めるものを除くほか、

次のとおりとする。」という記載がございまして、（１）から（４）

まで休業日等の記載となっておりました。略となっております

が、（１）は学年初めの休業日、４月１日から４月５日まで。夏

季休業日として７月21日から８月24日まで。（３）、（４）は冬季

休業日、学年末休業日の記載でございます。ここの部分の規則の

内容につきましてただし書きを付け加えるということで、２ペー

ジに戻っていただきますが、第１条第１項に次のただし書きを加

えるということで、「ただし、教育委員会が特に必要があると認

めるときは、これを変更することができる。」という部分を付け
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加えたいと考えているものでございます。 

この規則は、公布の日から施行するということで、６月25日提

出ということで、今回、議案としてご提出したものでございます。 

提案理由としましては、教育委員会が特に必要があると認める

ときは、市内小学校及び中学校の休業日を変更することができる

規定を設けようとするものでございます。 

以上でございます。 

教育長 ありがとうございます。 

ただいま説明がありましたが、この内容等につきましてご意

見、ご質問等あったらお願いいたします。 

髙橋委員 質問です。この規定を設けることについてはいいんですけれど

も、こういったことを決める際には事前に学校側ともいろいろ話

し合いをして決められていると思うんですが、そういったことが

保護者の方にもちゃんと伝わっているのかなというのがちょっ

と疑問なので、決める際にはやっぱり丁寧な説明というのが必要

ではないかと思いますので、その辺はどうなっているんでしょう

か。お願いいたします。 

学校教育課長 今回のこの改正につきましては次の議案第10号に関わってく

るものでございますが、その10号の内容については後ほどご説明

いたしますけれども、コロナの影響による休業日の変更というも

のを後ほどご提案したいわけなんですけれども、それを行うこと

に際しまして、今回その教育委員会規則のほうがもう休業日が全

て現在決まっているという、日にちがしっかり規則に記載されて

いるという部分でございます。内容については、これまでは校長

が求めた場合には変更できるという部分もこの後の条項に入っ

ているわけなんですけれども、教育委員会が必要と認めるときは

というところで今回は休業日を設けることができる規定に変更

したいとしているところでございますが、先ほどのご質問に関し

ましてはこの後の議案のところでご説明したいと思います。よろ

しくお願いします。 

教育長 よろしいですか。（「はい」の声あり） 

では、ほかにございますでしょうか。 

＜なしの声あり＞ 

教育長 では、議案第９号の内容等につきましては、先ほどの説明があ

ったわけなんですが、特にご異議ございませんか。 

＜異議なしの声あり＞ 

教育長 では、特に異議なしということでございますので、議案第９号
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喜多方市立小学校及び中学校管理規則の一部を改正する規則に

ついては、原案のとおり可決することといたします。 

続きまして、議案第10号令和２年度喜多方市立小学校及び中学

校の夏季休業日変更についてを取り上げます。事務局より説明を

お願いいたします。 

学校教育課長 それでは、資料の４ページをご覧いただければと思います。 

議案第10号についてでございます。令和２年度喜多方市立小学

校及び中学校の夏季休業日変更についてでありますが、先ほど改

定についてご承認いただきました内容の喜多方市立小学校及び

中学校管理規則（平成18年喜多方市教育委員会規則第９号）の第

11条第１項のただし書きの規定に基づきまして、同項第２号に規

定する夏季休業日を８月１日から８月24日に変更するというこ

とで議案として提出したいものでございます。 

本日の提出ということを考えておりました。 

提案理由といたしましては、新型コロナウイルス感染症対策の

ため、令和２年４月23日から５月15日までの間、市立小学校及び

中学校において教育活動を休業しておりましたが、その休業に伴

う授業時間数の確保のため、夏季休業日を変更し、１学期を延長

する形になりますけれども、授業時数として確保するということ

に持っていきたいため、休業日を、少し短くなる形になりますけ

れども、８月１日から８月24日に変更するということでご提案さ

せていただくものでございます。 

教育長 ありがとうございました。 

ただいまの内容等につきましてご意見、ご質問等ありましたら

お願いいたします。 

学校教育課長 補足で説明させていただきますが、先ほどの髙橋委員からのご

質問の中身にも関わるわけなんですけれども、学校再開に当たり

まして、連休明けになりますけれども５月11日に、学校のほうに

は土曜授業の実施と夏休みの短縮ということで新たに教育計画

を再編して授業時数の確保等に努めるようにしていきたいとい

うことで通知させていただきました。ただし、夏休みの短縮につ

きましては本日の教育委員会での承認を得なければ正式な決定

はできないということも伝えてありましたので、そういう予定と

いうことで学校のほうに通知しましたので、その部分については

保護者にも伝わっていて、１週間程度ということで保護者にも伝

わっていた部分でございます。それに関して保護者のほうからご

意見があったというところは学校からの報告はいただいており
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ませんので、周知についてはおおむね１週間程度ということで終

わっているという部分でございますが、本日承認いただきました

ならば、正式にこの日程で夏季休業を本年度制定するということ

で学校から保護者のほうにはお知らせしたいと考えているとこ

ろでございます。そのため、保護者からの直接的なご意見は頂戴

していないところでありますが、そういうふうにこちらとしては

認識しているところでございます。 

教育長 なお、今回この土曜授業も含めてそうなんですが、教育委員会

から一方的に決めたというのではなくて、事前に、今課長が話し

た中身を決定する以前に、校長会の代表の方々等々話し合いを含

めて経過があって決めたことであります。校長会等のほうからも

了解を得ている中身ではありました。 

今、ちょっと補足しましたが、ご意見、ご質問等ありましたら

お願いいたします。よろしいですか。では、異議なしということ

でよろしいでしょうか。 

＜異議なしの声あり＞ 

教育長 それでは、異議なしということでありますので、議案第10号令

和２年度喜多方市立小学校及び中学校の夏季休業日の変更につ

いては、原案のとおり可決することといたします。 

続いて、議案第11号を取り上げます。議案第11号学校運営協議

会委員の委嘱についてであります。それでは、事務局より説明を

お願いします。 

学校教育課長 続いて、議案第11号についてご説明させていただきますので、

まずは５ページをご覧になっていただきたいと思います。 

学校運営協議会委員の委嘱についてでありますが、喜多方市学

校運営協議会モデル事業実施要項第５条第２項の規定に基づき、

喜多方市立第一小学校、喜多方市立第二小学校、喜多方市立関柴

小学校、喜多方市立堂島小学校及び喜多方市立塩川小学校の学校

運営協議会委員を下記のとおり委嘱したいと考えておるところ

でございます。 

候補者については次ページ、６ページ、７ページ、８ページ、

９ページ、10ページに記載されてございます方々に委嘱したいと

考えておりまして、委嘱日については令和２年７月１日から２年

間ということで、令和４年７月30日までというところで任期を定

めたいと考えているところでございます。 

提案理由といたしましては、昨年度から喜多方市学校運営協議

会モデル事業ということで実施しているところでございますが、
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本年度新たに実施校が増えるというところで委員を新たに委嘱

したいとしたものでございますので、提案させていただいたとこ

ろでございます。 

所属機関、役職等については、候補者のお名前の記載の６ペー

ジから10ページのところに記載されている方々ということでご

ざいます。 

以上でございます。 

教育長 ありがとうございます。 

それでは、今説明がありましたが、この内容等につきましてご

意見、ご質問等あったらお願いいたします。 

なお、このコミュニティ・スクールですが、結局、昨年度は一

小さんと塩川小学校さんの２校であったという。そこに、今年度

は二小さんと関柴小さんと堂島小さんが加わって５校になると

いうふうになります。よろしいでしょうか。では、ご異議ござい

ませんか。 

髙橋委員 髙橋です。 

この委員の方たちに異議はないのですが、やっぱり協議会の委

員の方の中にその地域と結びついている方というのがどのくら

いいるかなというのをちょっと見ていったんですが、学校によっ

てちょっとばらつきがあるような感じがしまして、質問なんです

が、学校ごとにこの候補者というのは校長先生のお考えで上がっ

てきているということで、以前もお伺いしたかと思うんですが、

そういうことでよろしかったでしょうか。 

学校教育課長 今のご質問にお答えいたしますが、委員のご指摘のとおりなん

ですけれども、各学校の学校運営協議会委員の候補者につきまし

ては、校長の推薦のもとに教育委員会で委嘱するということで準

備を進めているところでございます。 

学校によってそれぞれ１号から４号までの区分がございます。

（１）１号委員は保護者、２号委員が地域住民、３号委員が学識

経験者、４号委員がその他教育委員会が必要と認める者という区

分はございますけれども、それぞれ各学校において、学校への辛

口の応援団というような形で委員として委嘱したいという方を

推薦していただいているところでございます。地域限定している

部分もあったり、またもう少し広い地域からということでお願い

しているというところもございますので、そちらは委嘱を予定さ

れている方と校長のほうで詰めていただいたというところでこ

の人選になったと認識しております。 
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教育長 よろしいでしょうか。（「はい」の声あり） 

この委員の方については、今髙橋委員からあったように、学校

によって若干違うというか、地元の人だけでないところも入って

いるわけなんですが、ただこの学校運営協議会制度、コミュニテ

ィ・スクールについては、基本的なものが地域とともにある学校

という部分があります。いわゆる子供の教育に関わって、学校だ

け独りで奮闘するのではなくて、学校と保護者と地域がそれぞれ

が連携というか、一体化して同じ共通目標の下に子供たちの成長

を手助けしようという大きな意味合いがあります。そういった活

動の中でいろいろ、今辛口の意見というあれがありましたが、熟

議という本当に、単なる会議、それよりはもっと深まったいろい

ろな話を繰り返し行いながら、子供たちの成長を手助けしていこ

うという部分での選定でありますので、その辺をご理解いただき

ながら、この委員についてご了解いただければと思います。 

では、ご異議ございませんでしょうか。 

荒明委員 この学校運営協議会委員は校長先生の推薦であがってきてい

るというお話だったのですが、それぞれの各学校の候補者を見る

と、人数が少ないところは９名、多いところで15名というふうに

ばらつきがあるんですが、この委員を決めるに当たって、候補者

をあげてもらうに当たって、１号は何名とか、２号は何名とか、

そういう決まりというか規定は特にないのでしょうか。 

学校教育課長 協議会の委員の数につきましては、実施要項におきまして15名

以内と記載してございます。そのそれぞれの区分の人数割りとい

うものは定めてはおりませんので、この４つの区分で委員の方々

に委嘱するという形になっております。 

人数の違いにつきましては、当初15名で委嘱候補者を挙げてく

ださいということでお願いをしたところでありますけれども、今

年度から始まるところの第二小学校、それから関柴小学校、堂島

小学校については今年度からなんですけれども、二小と関柴につ

きましてはモデル事業として今年度からやっていくというとこ

ろで、今のところの人選としてはこのメンバーでやっていきたい

というベストなメンバーだというところで、これ以上意図的に増

やすのもどうかというところも校長からの話があったものです

から、試行的に実施するというところでもありますので、本来は

15名までそろえたかったところでありますけれども、まずはこの

人数でやってみるというところで了解しているところでござい

ます。 
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教育長 よろしいですか。 

荒明委員 分かりましたが、例えば第４号の方が１名のところもあった

り、第４号の方が半数以上あったりとか、内容的にすごく学校に

よって差があるなと思ったものですから、何かバランス的なもの

がある程度そろっていたほうがいいのかなと個人的にちょっと

思ったものですから。分かりました。 

教育長 その１号委員から４号委員までの数については、先ほど課長か

らあったように特に設けていないんですけれども、全体で15名ま

でとするということで、15名以内であればということなんです。

それで、何よりも先ほど言ったようなコミュニティ・スクールの

目的が達成される、それに近い、近いというかそれに近づけるた

めの委員でもありますので、１号から何人でというそのバランス

という部分については特にこちらとしては考えない。学校の主体

性にその辺はお任せして、ただし、狙いは到達できるようにして

ねという感じなんですね。だから、そういう形での委員の選定で

あって、もう一つはあとモデル的なことでの出発でありますの

で、やれるところからやっていこうよと。このコミュニティ・ス

クールというのは、最初から形式ばってやってしまうと失敗して

いる例がほとんどなので、そうでなくて、足元から、できるとこ

ろから始めようという形で始めていますので、このような委員の

数のばらつきにもなっているというふうになっています。 

髙橋委員 髙橋です。 

学校によってやはりちょっと個性のようなものが感じられる

と思うんですが、（「あります」の声あり）校長先生のお考えとそ

の学校をどのようにしていきたいかという地域の方の考えでこ

れからもっとどんどん個性が出てきて、そして探っていくという

のがモデル事業なのかなと思うんですが、（「そうですね」の声あ

り）例えばですけれども、その校長先生が替わられたときに、そ

の方針がまたがらりと変わることも必要なのかどうか、ちょっと

私には分からないんですが、地域の方にとってはそれはやはりあ

まり変わらないでやっていきたいと考えられると思うので、その

辺の地域全体としての考えというのがやはり優先、優先という言

い方はおかしいですが、先にきちんとしたものを探っていってい

ただきたいなと思います。これは要望でございます。 

学校教育課長 先ほどの教育長の学校運営協議会の説明の補足という形にも

なりますが、今委員おっしゃられたように、校長が変わるたびに

地域とのつながりなどやっていく内容等が変わるではないシス
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テムというふうに私どもも理解しておりますので、校長が替わっ

ても地域との関係はおおむね同じようにやっていく、それが学校

がよくなる、地域がよくなるというものの基本ではないかなとも

考えております。それぞれの学校でちょっと色が違うというとこ

ろは、まさしくそれぞれの学校の実態なり課題なりというところ

が反映されている部分かなというところでございますが、例えば

堂島小学校では土曜教室というような、以前の学校週５日制授業

から発展している公民館との連携などの事業を多角的に現在も

行っている学校であったり、農業科に特化して地域との連携がす

ごく強い地区でもあります。そういう部分でも、それぞれの地域

の特性を生かして人選をしていただいているというところがあ

ります。まだ人数が少ないところなどは、これからどのような連

携ができるかというところを考える部分の余地が残っていると

ころかなとも思いますが、どこの学校においてもやっぱり地域を

よくしたい、また学校をそこに参加させていただいて、子供たち

のため、地域のためにやっていきたいというふうに持っていける

ものではないかなと考えておるところです。 

教育長 よろしいですか。（「はい」の声あり） 

県内の例でいうと、例えばそのコミュニティ・スクールのあり

方で随分学校の色が出てくることもあります。だから、五百川小

のように、いわゆる周囲にある企業との連携の上でのコミュニテ

ィ・スクールという部分もありますし、今、この地元に戻ると、

堂島小のように地元に密着した、いわゆる農業科中心のそういっ

た部分のコミュニティ・スクールづくりというふうには、だから

その学校によって色はこれからどんどん強くなってくるのかな

というのが一つと、あとこの学校運営協議会というこのシステム

は、この委員の方々の役割というのがあって、学校のこういう考

え方とか、そういうことに対して意見を述べることもできるわけ

ですね。人事に関わっても意見を申し出ることもできるというと

ころまでの権限があるわけで、非常に強い権限が与えられている

ということもあって、もう一つはそこに含めてですが、そういっ

た地域と保護者と学校が一体感を持って子供たちの成長を支え

る上では、やっぱり何年かのスパンは必要であろうと。つまり、

校長が替わるから方針が全く変わるということはあってはいけ

ないわけですよ。だからそのための運営協議会というのは、いわ

ゆる学校の運営の方針に対してそれを承諾しなければ、その学校

は始まらないですよね。そういう権限もありますので、だから校
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長が替われば中身ががらっと変わるということはまずはあり得

ない。ただ、色は若干違ってくる部分は出るかもしれませんが、

大きな方針等が動くということはあまり考えられない。そういう

システムで、本当に子供の姿を目標とみんなで定めてという、そ

の子供の姿についても、例えば挨拶をしっかりできる子供にしよ

うという目標であれば、学校も保護者も地域も一体で取り組める

わけですね。声かけもできるし。そういった子供の姿を、目標を

これをみんなでつくっていって、どうかということを運んでいく

ので、今言ったように校長が替わればとはなかなかいかなくなっ

てくるわけだよね、自然。だから、これから、今５校であります

が、どんどんこれを市内に広めてはいきたい。さらには、今中学

校で１校も入っていないんですが、第一中学校あたりはもう今年

度１年かけて来年度に開設するというような運びにもなってい

ますし、もっと、あとコミュニティ・スクールは複数学校でつく

っても大丈夫なので、二中学区で１つつくろうかという話も出て

はいるんです。だから、第一小学校の前例を参考にしながら、二

中学区ですので、一小、松山、上三の３つの小学校と第二中学校

で１つで、４校で１つのコミュニティ・スクールをつくというの

も可能でありますので、そういうことがこれからどんどん行われ

ていくかなというふうに思いますし、子供がよくなるためのシス

テムであるので、子供がよくなって何ぼですので、そうなってほ

しいなとも思っています。 

ほかにございますでしょうか。 

＜なしの声あり＞ 

教育長 それでは、議案第11号に関してはご異議ございませんでしょう

か。 

＜異議なしの声あり＞ 

教育長 それでは、異議なしということでありますので、議案第11号学

校運営協議会委員の委嘱については、原案のとおり可決すること

といたします。 

続いて、議案第12号を取り上げます。喜多方市美術館運営協議

会委員の解嘱及び委嘱についてということで、事務局より説明を

お願いします。 

文化課長 議案第12号をご説明いたしますので、11ページをご覧いただき

たいと思います。 

喜多方市美術館運営協議会委員の解嘱及び委嘱についてでご

ざいます。 



13 

喜多方市美術館条例第19条の規定に基づき、下記のとおり喜多

方市美術館運営協議会委員を解嘱及び委嘱したいとするもので

ございます。 

内容につきましては、喜多方市校長会からの推薦委員の変更に

伴いまして委員を解嘱して、またその残任期間について新たに委

員を委嘱するものでございます。 

委員の氏名、任期等につきましては記載のとおりでございま

す。 

以上です。 

教育長 ただいま説明がありましたが、このことにつきましてご意見、

ご質問等あったらお願いいたします。よろしいでしょうか。 

＜なしの声あり＞ 

教育長 では、異議なしということでよろしいでしょうか。 

＜異議なしの声あり＞ 

教育長 それでは、議案第12号については異議がないということであり

ますので、喜多方市美術館運営協議会委員の解嘱及び委嘱につい

ては、原案のとおり可決することといたします。 

続きまして、議案第13号を取り上げます。議案第13号喜多方市

立図書館条例施行規則の一部を改正する規則ということで、事務

局より説明をお願いいたします。 

中央公民館長 私からは議案第13号をご説明申し上げますので、12ページをご

覧ください。 

議案第13号喜多方市立図書館条例施行規則の一部を改正する

規則についてでありますが、改正理由といたしましては、館外利

用冊数を変更することができる規定を設けるため、及び申請様式

について改めるため、この規則を改正したいとするものでござい

ます。 

喜多方市立図書館条例施行規則の一部を次のように改正する。 

第１条中「第６条第１項」を「第６条第７項」に改める。 

第７条に次のただし書きを加える。 

ただし、館長が必要と認めるときは、これを変更することがで

きる。 

様式第２号を次のように改める。 

次ページをご覧ください。 

様式の改正点といたしましては、様式第２号の次に記載のあり

ます第５条を第６条に改めた点と、生年月日と申請年月日の前の

元号を削除した点でございます。 
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なお、１条中の改正と様式第２号の条の改正は、それぞれ項、

条のずれが生じていたことによるものでございます。 

附則といたしまして、この規則は公布の日から施行したいとす

るものでございます。 

以上で説明を終わります。 

教育長 ただいま説明がありましたが、この内容につきましてご意見、

質問等あったらお願いいたします。よろしいですか。 

＜なしの声あり＞ 

教育長 それでは、改めましてご異議ございませんでしょうか。 

＜異議なしの声あり＞ 

教育長 では、異議なしということでありますので、議案第13号喜多方

市立図書館条例施行規則の一部を改正する規則については、原案

のとおり可決することといたします。 

続いて、議案第14号を取り上げます。喜多方市立図書館協議会

委員の委嘱についてであります。事務局より説明をお願いいたし

ます。 

中央公民館長 私からは議案第14号をご説明申し上げますので、今日お配りい

たしました資料をご覧いただきたいと思います。Ａ４サイズ１枚

のものです。 

議案第14号喜多方市立図書館協議会委員の委嘱についてでご

ざいます。 

提案理由といたしましては、任期満了となったため、新たに委

員を委嘱しようとするものでございます。 

喜多方市立図書館条例第６条の規定に基づき、喜多方市立図書

館協議会委員を下記のとおり委嘱する。 

１でございますが、図書館協議会委員候補者につきましては、

記載の９名の方でございます。 

２、任期といたしましては、令和２年６月26日から令和４年６

月25日まででございます。 

以上で説明を終わります。 

教育長 ただいまの説明に対しましてご意見、質問等あったらお願いい

たします。よろしいでしょうか。 

＜なしの声あり＞ 

教育長 ご異議ございませんか。 

＜異議なしの声あり＞ 

教育長 それでは、異議なしということでありますので、議案第14号喜

多方市立図書館協議会の委員の委嘱については原案のとおり可
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決することといたします。 

以上で審議事項のほうは終わりたいと思います。 

続いて、７番のその他に移ります。 

最初に、教育長及び各委員からということでもあるんですが、

特に委員の皆様方からはどうでしょうか。 

荒明委員 荒明です。 

前回の会議、５月の会議で、新型コロナの影響によって学校現

場が今どのようになっているのかということをちょっと心配に

なっているのでお聞きしたいと思うんですが、授業日、長期休業

期間の変更とか土曜授業、そして学校行事を精選することによっ

て十分な授業時数を確保するというようなお話があって、教育長

さんからは学習内容の遅れを全部クリアしなさいということで

はないんだという、そういう説明がありました。授業時数を確保

するためにというようなことでこのようなことも、今日も出てき

ましたが、先ほどの教育長さんの考えが現場に浸透しているのか

なということが一つありますし、それから実際に土曜授業も３週

にわたってもう始まっているわけですよね。それで、学校の状況

としてはどうなっているのか。５月の議事録のほうで、私も意見

を述べたと思うんですが、26ページに、実際に休業が終わって学

校が始まると新たな課題が出てくることも考えられるので、それ

ぞれこれから学校の実態とかも把握しながら、できる支援をでき

るだけやっていく必要があるとか、そういうお願いをしたいとい

うお話をしたと思うんですが、実際に私の地域というのはあまり

子供が、小学生がいないので、ちょっとよく見えない。現場の姿

が見えないので、ちょっと不安になっているところがあるんで

す。何か毎日大体６校時があって、そこに土曜もあってと、かな

りぎゅうぎゅう。先生方も疲れているんじゃないかなとか、子供

たちも学年によって、高学年はそれにちょっと慣れているところ

もあるかもしれませんが、低学年の子供たちなんか実際はどうな

のかなとか、あと保健室登校なんかあるんじゃないかなとか。な

ぜこんなことを強く思うかというと、今まで、コロナの前に学期

末ごとに生徒指導の観点からいじめとか不登校のアンケートと

かありましたよね。それを見ると、調査方法が変わったというよ

うなこともありましたが、数がどんどん上がっていって、毎年何

か改善、よい方向に向かっているとは言えないような状況があっ

て、その辺を心配していたので、このコロナの影響によって授業

時数を確保するために何か窮屈な思いをしている中、現場は実際
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はどうなのかなということが、私ちょっと今すごく心配している

ところなので、そういう今の状況をどのぐらい把握されているの

か。把握していているとしたら教えていただきたいなと思いま

す。 

学校教育課長 ただいまの荒明委員のご質問にお答えしたいと思いますが、学

校再開におきましては教育長、教育部長の指揮の下、学校教育課

を中心としてどのような形で再開するのかというところを十分

検討して、喜多方市としては再開を早めるというところで対応し

たところでございます。今日の審議の中身にもありましたように

土曜授業の実施、さらに夏季休業の短縮ということで１学期の延

長を行うことで、教育長が申し上げているように必ずしも勉強の

遅れを取り戻すだけという措置ではないとしながらも、国からの

通知としては、学習時数をしっかりと確保するということを原則

として今後の対応を検討するようにという通知もいただいたと

ころなんです。 

ただ、その内容についてなんですが、今回、この土曜授業の実

施と１学期の延長という部分で学校のほうに再開前に指示を出

したのが、しっかりと時数を再計算して授業時数の確保は努めて

ほしいと。ただし、いろんな行事が実施できないという現状がご

ざいました。そういう部分がありますので、勉強だけになってし

まうということは避けてほしいということで、教育長のほうから

も変化と潤いというようなキーワードを出していただいたわけ

なんですが、勉強漬けになってしまって、子供たちや先生たちが

疲弊してしまうような対応はしないようにということで学校に

はお願いをしたところです。ですから、土曜授業の実施に関しま

しては、例えば国語、算数ばっかりやるということではなく、ノ

ーかばんデーを設けたりすること、また図工の時間とか総合の時

間とかを意図的に設定することによって、土曜日が負担に感じな

いような対応をするということもいたしましたし、授業時数の確

保については、全ての学校が土曜授業とそれから１学期の延長で

十分時数は確保できるということも確認しておりました。さら

に、時数が確保できるならば、６時目の設定だったものを５時間

目に授業を減らしなさいということもこちらでは申し上げたと

ころで、特に高郷小学校なんかは、そういう意味では大分５時間

目になるような時数の削減でもできるというようなことも校長

から報告をもらいましたので、通常の時間割よりも平日の授業な

どは少なくなっているというところが現状で、高郷小学校はその
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一例でございます。全ての学校がそういう形ではないというとこ

ろも把握はしていますけれども、学校の勉強の遅れを取り戻すと

いうことの対策については、授業の中で勉強時間を補うことであ

ったり、放課後や昼休みと掃除の間に補習時間を設けるなどであ

ったりとか、それで３月分の補習の補う部分と４月、５月の勉強

できなかった部分をどのように今回のその措置で確保していく

かというところは、学校ごとによって対応は違うわけなんですけ

れども、そんなにぎゅうぎゅうしなくても十分時数も確保できる

ということで対応はしていただいているものとこちらとしては

認識しているものであります。 

そういう意味で、私どももこの措置を行う上で教職員と子供た

ちの負担が重くなるのではないかなというところは一番心配し

たところではありますが、今のところ熱中症等のことで気分が悪

くなったとか、保健室、救急車で運ばれたという例もありました

けれども、そういうふうな報告はもらっていますけれども、大事

には至らないでそのときだけの措置で健康状態が回復している

というお子さんの報告はもらっているところです。 

教員の、今まで私ども若いころは土曜授業があったわけなんで

すが、40歳以下の先生方にとっては初めての経験でもあるという

ところで、そういう部分での対応について、アレルギーとまでは

いかないかもしれませんけれども、初めての試みなのでいろんな

お考えはあるかなと思いますけれども、現状ではいろんな工夫を

学校でしていただいて、負担が軽くなるような形でというところ

でこの１学期を乗り切ろうというところでやっていただいてい

るものと考えております。 

実際には４月、５月の休業ということで、１５日間学校を行わ

なかったという部分がございます。それを何とかこの措置で取り

返したいというところもありますけれども、子供たちの１学期

の、この令和２年度の１回しかないこの学期を何とか潤いのある

ものになるようにということでお願いをしているところであり

まして、この措置をして病気になったとかというところの報告は

今のところいただいていないというところでございます。 

荒明委員 ありがとうございました。 

では、学校によっては実態から工夫して柔軟に対応していると

ころもあるということで、そうやってほしいということで進めて

いるということでよろしいですね。では、ぜひこれからも現場の

生の声というか、先生方の声を聞きながら、できる限りのサポー



18 

トをしていっていただきたいなと思っておりますので。 

この特に７週連続での土曜授業、昔、私も若いころは土曜日は

半日あって、その午後は１週間分の週案書いたりとか、何かいろ

いろありましたけれども、喜多方の場合、特に個人情報というこ

とで、家で仕事できないような状況になっていますよね。そうす

ると、やっぱり先生方は、何か喜多方の場合は特に、いろんなと

ころを回ってみて、私も喜多方にいたときに、うちに持ち帰って

パソコン使ってできないとなると本当に大変だったんです。で

も、働き方改革でまた残るなみたいな、時間的にあんまり学校に

はいてはいけないみたいなことを言われて、どこで仕事したらい

いんだろうとか、本当はもう少し仕事の内容をもっと精選して、

工夫してやっていけばいいんだけれども、何をどこから手をつけ

ていいのか分からないようなところで、教員はすごく現場は悩ん

でいるというような状態だったんです、私のときも。だから今は

なおさら、土曜日は半ドンということでしたよね、今、土曜授業。

そうすると、教員も多分その後残って仕事していいとは言われな

いのではないかなと、多分働き方改革関係で。半日だけ職場にい

るので、その分夏休みに休むみたいな形だとすると、それは学校

によって対応が違うかもしれないけれども、普通はあんまり残ら

ないでというふうに、そういうのがあるとするとなおさら先生方

は仕事をどこでやったらいいのかなみたいなところで悩んでい

るだろうし、なんていう想像ができるものですから。 

あと、子供たちは実際、いじめというのはどうなったか分かり

ませんけれども、不登校気味のお子さんだったらちょっと保健室

登校になっているんじゃないかとか、実際保健室の声なんかも聞

いてみたいなとか、そういう、１学期やってみないと分からない

んですが、現場の声をできるだけ吸い上げて、そしてそれに対応

して、できるだけサポートしていく、そういう方向であってほし

いなと思います。 

以上です。 

学校教育課長 今の荒明委員のご指摘はごもっともだと思って受け止めたい

と思います。 

土曜日につきましては勤務時間を４時間ということで、教育委

員会からも学校にはきちんと守ってくださいと。それは先生たち

の健康について配慮したので、残って仕事をするというところは

自由だと言ってしまえばそれまでなのかもしれませんけれども、

それはあくまでもしないでと。やはり土曜日１日学校にいるとい
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うことになれば、週休日が日曜日だけになってしまうというとこ

ろで、できるだけ1.5日になるように土曜日の勤務は４時間まで

ということでお願いをしているところであります。ですから、平

日の勤務のあり方とか授業時数の持ち方ということで、放課後の

あり方、デスクワークができるようにというところも学校にお願

いをしているところでありますので、負担、今働き方改革等も、

改めてコロナ対応の、あと通常に少しでも戻っていくためには、

そういう部分もしっかり考えていかなくてはいけないと考えて

おりますので、学校のほうにはそういうところも気をつけるよう

にということは指示していきたいと思っております。 

夏休みの先ほどの対応につきまして追加で報告させていただ

きますが、土曜日の勤務の４時間分が７回、土曜日は週休日であ

りながら仕事をするという形になりますので、その部分について

は夏休みに必ず勤務の割り振りの変更ということで取得するよ

うにということで指示してございます。それは学校によって取得

する日時というのは考えていただくことになっておりますけれ

ども、８月１日から８月24日までの夏休みとさせていただきまし

たが、８月11日から14日までの４日間については、今年度に限り

ですが、学校の閉庁日にしたいと考えております。ですから、こ

こはもうしっかりと学校には誰もいないという形にさせていた

だいて、疲労回復にも使っていただけるようになるように十分な

休業日という、学校を開けない日ということで、土日を含めます

と８月９日から長い期間、９日間連続で学校のほうは開かないと

いう形になる予定になります。そういう部分でもしっかりと休息

を取っていただいて、英気を養っていただきたいというところを

考えているところであります。 

教育長 よろしいでしょうか。（「はい」の声あり） 

本当に委員が心配するように、子供たち、そして先生方の負荷

というか、その部分については全くなくなるということではない

とは思うんですが、やっぱり極力軽減したいと。その中でやって

いきたいと。特に土曜授業については６月、７月と毎週あるわけ

なんですけれども、これについても、前もお話ししたと思うんで

すが、このコロナウイルスの感染というのがいつまた第２波、第

３波という形で来るか全く分からない。ひょっとしたら来ないか

もしれませんが、来る可能性は強いだろうとは思うんですが、そ

のときにまた学校の臨時休業という形を取らざるを得なくなっ

た場合には、本当にこれもいつまでになるか分かりませんので、
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今やれることを極力頑張ってやろうよというのが一つなんです。 

あと、先生方というか、最初に子供たちについては先ほど課長

からもあったように、土曜だから午前中だけではあるけれども、

国語、算数、理科、社会でびっちり埋めるという、そういう授業

の取り方ではなくて、ノーかばんデーにして、例えば今日は農業

科に関わって外で半日過ごそうよというのもあるだろうし、ほか

の何かのあれで、例えば学級での集会とか学年、学校での集会活

動等も考えられるだろうし、必ず机にへばりついた授業をやると

いうことはやめてほしいと逆に頼んでいるところで、それなりに

学校で工夫されていろいろ活動をやっているようですが、あと、

先生方については先ほどもあったように、本当に今までにはない

んですが、特例というわけではないんですが、こういうわけで負

荷もいろいろかけてしまうので、８月11日から14日までを閉庁日

とすれば、その８日からずっと休めるわけですね。だから、せめ

てそのくらいは教育委員会としてやらないと、やっぱり先生方に

とっても申し訳ないなというのがありまして、その辺を閉庁日と

いう形で設けて、ゆっくり休む時間も設定していきたいと考えて

いるわけです。まだまだ不足の部分もあるかもしれませんが、今

のところその子供たちの負担、それから先生方の負担を軽減する

方法としては、今言ったような内容で対応しているということに

なります。 

あと、先ほどの荒明委員の質問の中で、ちょっと面白い事例が

一つ私のほうに入ってきていて、ある中学校なんですが、不登校

であった子が土曜授業のときに来たと。そういう事例もあるんで

す。だから面白いなと。だから、毎週土曜日来ているかどうかは

その後確認はしていませんが、今までずっと休んでいた子が、土

曜授業をやることで何か来たんだよという。それで、子供たちと

一緒に仲よくやっていたという、そういうような事例もあったり

して、面白いことも起きるんだななんて思っていますが、負担だ

けでもない部分も、かなりいい部分のプラスの部分もかなりある

のかななんても思っています。 

以上ですが、よろしいですか、今の件については。 

なお、再確認ですが、先ほど課長からあったように、夏季休業

中の閉庁日、これは８月11日から14日までとすることでこれもご

了解賜りたいんですが、よろしいでしょうか。 

＜はいの声あり＞ 

教育長 ありがとうございます。 
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では、そのほかに委員の皆さんからありましたお願いいたしま

す。 

大森委員 エアコンのことでお伺いしたいんですけれども、市内の小中学

校のエアコンの設置状況というのは、全校にもう設置されている

と考えてよろしいんでしょうか。 

教育総務課長 全ての小中学校に設置済みでございます。 

大森委員 ありがとうございます。 

今月の初旬から急激に暑くなって、今、学校教育課長のほうか

ら熱中症、救急車というような言葉もありましたけれども、我々

大人でさえも仕事をやっていて厳しいような気温ではある中で、

学校のエアコンの使用についてはどういう決裁を得て使用する

んですかね。そこをちょっと聞きたいんですけれども。 

教育総務課長 各小中学校のエアコンの運用につきましては、現場責任者を校

長先生とさせていただいておりまして、校長先生の判断で一応運

転をしていただくというようなものでございます。 

大森委員 分かりました。 

要は、熱中症が出ているような状況を考えると、エアコンの稼

働について適切にされていないということだとは思うんですよ

ね。要はこんなに暑いのにエアコン使っていない。学校の子供た

ちはもう暑い暑い。我々は仕事から帰ってきて、エアコンどうだ

ったのと聞くと、全然ついてないというような状況が結構続いて

いるので、せっかくエアコンつけたので、どんどん使うように学

校に指示してください。当然換気が必要なので、一回冷えた空気

がまた当然温まってしまうわけですよね。当然ロスが多いのは分

かるんですけれども、こういう状況なので換気もする、だけど換

気した後に空気も冷やすということを、やっぱりある程度そこは

お金をかけてでもやってあげないと、子供たちは授業にも集中で

きないし、挙句の果てにぶっ倒れるというようなことで、最悪の

事態になる前に、そこは教育委員会のほうから各学校長に、要は

熱中症対策をちゃんとやってくださいというその抽象的なこと

ではなくて、具体的にもっとエアコンを積極的に使ってください

と。涼しい状況で教育をしてくださいというようなことはちょっ

とお願いしてほしいなと思います。 

以上です。 

教育総務課長 その点につきましては、各学校に教育委員会のほうで一応連絡

はさせていただいたところなんですけれども、なかなかまだ学校

長の判断で運転をするかしないか。その辺のことについては、さ
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らに教育委員会のほうから改めてまた通知をさせていただきた

いと思います。 

学校教育課長 学校の熱中症対策につきましては教育委員会から、しっかりと

水分補給するようにということ、あといろんな運動的なものを行

う場合は、始まる前と始まった後でしっかりと健康観察をするよ

うにということで指導をしているところでございます。 

先ほど私、熱中症でちょっと倒れたお子さんがいたということ

で、すみません、説明が足りなかったんですが、教室ということ

ではなくて、部活動が始まる際の健康確認がきちんとなっていな

かったという瑕疵はあるわけなんですけれども、もともと体調が

よくなかったお子さんが部活動をやってしまったというところ

での対応だということで、学校としては適切に病院に搬送すると

いうことで処置はしたので、その後の健康被害はなかったという

ところで確認は取れているというところで、説明が足りなかった

ので大変申し訳ございませんでした。 

それにしても、こういう以前よりも増して気温が高くなるとい

う、またその時期が早まっているというところでもありますの

で、しっかりと熱中症対策については学校のほうに指示を出して

いきたいと思っております。 

教育長 よろしいですか。（「はい」の声あり） 

髙橋委員 今のと少し関連しますが、熱中症対策はもちろんですけれど

も、教室の換気についてもすごく注意が必要なので、窓を開ける

だけではなくて、もし必要ならば扇風機やサーキュレーターを使

って強制的な、そういった効率のいい換気の仕方などもちょっと

検証していってはいかがかと思うんですが、どうでしょうか。 

教育総務課長 各小中学校の普通教室、特別教室も含めていわゆる扇風機はも

ともとついておりまして、それをサーキュレーター代わりに使っ

て換気等を行ってくださいということは各学校のほうにはお知

らせをしているところでございますので、実際にやっていただい

ているものとこちらでは考えてございます。 

髙橋委員 扇風機だけではなくて、２か所に置くことですごく効率よく換

気ができるというのを、この間何かで見たことが……（「テレビ

でやっていました」の声あり）テレビでやっていましたか。何か

で見たので、なるほどと思っているんですが、今のお話を聞いて

大丈夫かなと思いますが、それを実は学校の教室だけではなく

て、公民館で講座なども始まっているので、そういったところに

もぜひ置いてほしいなと思います。ちょっと学校とは離れてしま
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いますが、積極的に活用していただきたいと思います。 

以上です。 

教育長 この間テレビでやっていた中身というのは、例えばドアを１か

所開けますよね。いわゆる扇風機等も使わないと、かなりの時間

をかけないと中の空気が入れ替わらない。ところが、扇風機１か

所を例えば外に向けてやって、高さが違う、あのときはサーキュ

レーターを使ったんですが、低いやつを内側に向けて入れる。そ

うすると、あっという間に換気が出入口１か所でできるというよ

うな、そんな中身だったんですけれども。 

換気については、特に学校は３密を防ぐという部分ではやっぱ

り換気というのはこれは不可欠なものですので、学校には強く呼

びかけているところではありますけれども。 

あと、公民館なんかの現状はどうなんですか。 

中央公民館長 公民館に関しましては、部屋には冷房があるんですけれども、

大ホールにつきましてはないところがほとんどなんです。ただ、

今は密を避けるために大きなホールでやっていただいていると

いうのが現状なので、ちょっと今、夏は厳しいかなと思いますが、

予算も伴いますので、今年度につきましてはちょっと難しいの

で、各公民館でうまく手配をしていただければと思いますが、今

後を踏まえまして、来年度以降につきましてはちょっと考えてい

きたいなと考えております。 

教育長 ありがとうございます。 

公民館でもいろいろな課題はあるとは思うんですが、窓を開け

たりすれば随分変わってくるかなとは思いますので、換気はやっ

ぱり特に人が集まる場所では考えていかなければいけない。今で

はもう当然のことというか、やらねばならないことだとだと思い

ますので。 

ほかにございますでしょうか。 

髙橋委員 話は全く変わるのですが、フッ化物洗口についてお尋ねしたい

んですが、フッ素の洗浄ですよね。平成30年の４月の定例会でた

しかそういったことを皆さんで話し合いをして、９月から始まる

ということだったかと。その後の記録がちょっと私探せないで分

からなかったんですが、今年はこのコロナウイルスの関係で学校

がお休みになったりして、フッ素もお休みしていたのかなと思っ

てお尋ねするんですが、あれから２年たつので、現状と今どんな

形でやっているか。それから、もし分かれば効果について。これ

は急がないので、数か月先で構わないので、このまま続けていけ
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るのか、今どんなふうになっているのかというのは、決めっ放し

で何も分かっていなかったので、その辺をお尋ねしたいというの

を、これをちょっと……。 

教育長 今あったように、今は分かる範囲で構いませんので。もしくは

効果等についても顕著なものがあれば、それは後でも大丈夫です

か。では、分かる範囲で。 

学校教育課長 フッ化物洗口につきましては、昨年度１年間かけて実施してい

たところでございます。ただ、コロナの絡みで３月の休業の際は

中止した。休業でしたのでできなかったということです。今年度

につきましても、学校は４月６日から行いましたが、当面フッ化

物洗口は見合わせるという形で進めておりまして、休業措置、ま

た再開と来ていますけれども、現在も行っていないという状況で

はあります。 

効果につきましてはちょっともう少し時間を頂戴しないとな

かなか数字としては出てこないかなというところで思っている

ところです。（「もう一ついいですか」の声あり） 

教育長 どうぞ。 

髙橋委員 あと、教科書についてなんですけれども、教科書に最近ＱＲコ

ードがついていて、それで何かインターネットを通じて学習がで

きるという教科書を前回も選んだことがあるので、それをどのよ

うに使っているのか。学校の授業で使っているか、あるいはそれ

は個人でやるものなのかというのを、それも今回でなくてもいい

んですが、そして、先月もちょっと話しましたけれども、それが

使える状況にある人、ある子供さんと、そうでない方がいるかど

うかというのを、それは来月までにぜひ教えていただきたいと思

います。 

教育長 では、分かる部分だけで。 

学校教育課長 教科書につきましては、小学校について今年度から新たな教科

書ということで、紙の教科書についてですが、４月から全ての小

学校に配備されております。子供たちも持っているという状態で

す。そこにＱＲコードがついているということもご存じだと思い

ますが、その活用につきましては、本年度当初予算で教師用タブ

レットを配備するということになっております。教師用タブレッ

トでＱＲコードを読み込んで、その動画情報なり様々な付随する

情報等が見られるような形になるということになりますので、そ

ういうふうなタブレット等を活用して授業で効果的に指導効果

を高めていただきたいと思っているところです。 
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タブレットの入札等が今後という形、予算はございますが、今

年度中の配備というのを目指しているところで、配備されました

らば確実に学校では活用されるものと思っているところです。 

教育長 では、ほかにございますでしょうか。 

大森委員 学力の格差についてちょっと質問したいんですけれども、もと

もとその同じ学年で、できる子もいればそうでない子もいると。

いわゆる格差というのは存在するんでしょうけれども、今回のコ

ロナの影響でその格差というのは広がったというのが何となく

一般的な印象なんですけれども、喜多方市の現状としてはそうい

うのは感じていらっしゃるんでしょうか。 

学校教育課長 子供たちの習熟は教える側に一番問題はあるかなと考えてい

るところでありますが、勉強ができる、できないというところで

ちょっと差が出てしまうという現状はあることも確かでござい

ます。それについては、そういうふうにならないように、それぞ

れの担任なり教科担任等が創意工夫して子供たちの理解を高め

るというところで動いているところです。 

今回のコロナについては休業期間が長かったというところで、

プリント等の配付という形で勉強に習熟の差が出ないようにと

いうことで各学校で対応するのが、喜多方市が今の現状でできる

部分というのはそういうだったものですから、行ってきたわけな

んですけれども、子供たちが家庭で過ごす、ステイホームという

ところでどういうふうな学習をしてきたかというところは、ちょ

っと差が出てしまっているというところは否めないかなという

ところです。 

学校も再開しましたので、４月６日で入学式と、１学期は開始

したとはいえ、４月23日で休業という形になってしまったので、

リセットという形で新たに５月18日から学校は行っているわけ

なんですが、学校の様子をちょっと校長先生方から聞くと、もう

一度最初から今年度をやり直すような感じで今は指導している

と。友達関係をつくるところとか学習の約束などをしっかりと身

につけさせるなども、できていないというわけではないんでしょ

うけれども、休業期間が長かったというところもあって、少しし

っかりと身についていない部分もあるというところがあるとい

うのも現状として聞いているところであります。それがどのよう

に格差につながっていくかというところ、勉強、本当は去年もや

っていたはずのことを忘れてしまっているとかという個人差も

ありますので、それぞれに今、個に応じた指導というところを学
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校でもやっていただいているところなので、その分も先ほどの授

業時数の確保と、また補習等によってしっかりとその学力をつけ

ていきたいというところは各学校で努力しているところであり

ますので、今回の休業というところで、そういう部分の思っても

みなかった課題が出てきているのも事実ではありますが、しっか

りと対応していただくようにお願いをしているところでありま

す。ですから、格差のその現状というのは、今のところつかんで

いないというところが正直なところであります。 

大森委員 分かりました。大丈夫です。 

教育長 よろしいですか。（「はい」の声あり） 

格差そのものについてはまだ分からないというのが正直なと

ころかなと思います。ただ、一般的な情報からすると、いわゆる

タブレット等を使用しているところと使用していないところの

差というのがそこに若干はあるのかなとは思いますが、実際差と

して現れるかどうかは、これは分からない。これからのことです

けれども、ただ、前にもお話ししたように、人の学びというのは

ちょっと半端でないものがありますので、私は信じたいとは思っ

ていますし、そうして人間が生きてきたんだろうとも思いますの

で、だから機器を使ったから格差がというか、高度な教育をずっ

と維持できるかというのも、これもクエスチョンマークでもあり

ますし、機器がないからだめかというそれもクエスチョンマーク

ですので、その辺は難しいんですが、ただやっぱりこれからの先

のことを考えれば、いわゆるデジタル教科書なり、あとタブレッ

トなりという部分での整備というのは必要になるなというのは

痛感した、そういう時期ではあります。 

よろしいですか。 

ほかにございますでしょうか。 

髙橋委員 学力に関連しますが、毎年行っていた学力調査、      

テストになっていたと思うんですが、あれは今までどおりという

ことでしょうか。 

学校教育課長 市で行う総合学力調査については、２学期後半に予定どおり行

えると今のところは考えております。 

教育長 学力調査も、去年、俗に言う標準学力調査、ＮＲＴからベネッ

セのほうに変えたわけで、非常に大きな刺激が間違いなくあった

ですね、それぞれの小中学校で。だから、これからは子供たちへ

の授業の施し方とか言葉のかけ方とかもやっぱり変えなければ

いけないという部分の意識は随分高まったものと思います。 
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ただ、それが３学期非常にいい方向に進んでいたのが、やっぱ

りこのコロナの影響でぷつんと切れた部分があるんですよ。だか

ら、今の校長先生方にお願いしているのは、昨年度というか３学

期に見られたそういった各学校のいい動きをこれからでいいか

ら生かしてほしい。そして、先ほどの答えにもあるけれども、今

年度、多分実施するであろう第２回目のときに、いわゆる個の伸

びが見られる調査なので、だからそういった部分で非常に活用し

がいがある調査のはずなので、そういった部分も役立ててほしい

というか、分析もさらによくやって、さらに子供のためにという

ことで役立ててほしいということはお願いしています。 

では、ほかにございますでしょうか。 

大森委員 修学旅行のことについてお伺いしたいんですけれども、通常で

あればこの時期に修学旅行にもう既に行っているとかというと

ころが２学期になったりということで、喜多方市内の各小中学校

では修学旅行というのは、各校の状況というのは、修学旅行をや

るのかどうか。あとは、もしやるのであれば、行き先は例年どお

りというか、こういう事態なので行き先を変えるのかどうかとい

う、そういう情報というのは教えていただけますか。 

学校教育課長 市内の小中学校の、小学校６年生、中学校３年生の修学旅行に

ついてでありますが、３月の休業措置を行った際に、４月当初に

予定しているものなどは２学期以降に延期してほしいというこ

とで各校にお願いをしたところで、１学期の実施はしていなく

て、小学校、中学校、それぞれ２学期、３学期はなかったかなと

思うんですが、２学期に延期している状況でございます。 

修学旅行の実施につきましても、５月の緊急事態宣言の解除と

いうところで、現在もいろんなものが新しい生活様式をしながら

も、経済状況の取戻しといいますか、そういう部分でいろんなも

のが可能という形にはなってきております。国のほうからも、修

学旅行の実施に向けても感染について十分配慮しながらやるこ

とも可能ということでの連絡を受けているところでありますが、

どういう地域に行っていいのかどうかというところもどこで判

断すればいいのかというようなところもあったりしたので、もう

少し実施の判断については待ってくれということで学校にはお

願いをしていたところであります。 

ただ、キャンセル料が発生したりということの現実的な問題も

出てきますので、実施に向けてというところで、来週、校長会を

開催する予定でございますが、その際には注意事項についてしっ



28 

かりと説明をして、修学旅行の方面、行き先とかですとか、実施

方法、実施時期とか、情報をしっかりこちらも収集して学校には

伝えたいなとは考えているところでありますが、必ず来週はやっ

ていいかどうかというところをしっかりと協議しなくてはいけ

ないというところでいたところではあります。大変歯がゆい説明

で申し訳ございません。 

教育長 よろしいですか。 

では、ほかにございますでしょうか。よろしいですか。 

＜なしの声あり＞ 

 では、その他の（２）事務局からとありますが、事務局から何

かありましたらお願いいたします。 

教育総務課長 では、私のほうから、喜多方市の新型コロナウイルス感染症対

策に関する基本方針ということで、事前に配付させていただいて

いると思いますけれども、これは前回もお渡ししたところで、前

回から変わったのがアンダーラインが引いてある部分でござい

ます。そちらについて簡単に説明させていただきたいと思いま

す。 

まず、２番目の会議・イベント等の対応でございますが、令和

２年６月以降、①から⑤まで、この５つを守りながら会議やイベ

ント等を開催してもいいですよとなってございます。実際に教育

部のほうでも、先ほど行事報告をさせていただいたように、会議

のほうにつきましては徐々に再開しているところでございます

が、イベントにつきましてはなかなかこの５つの条件を守りなが

らというのは厳しい状況でございますので、ほぼ中止しているよ

うな現状でございます。 

（２）の部分でも、喜多方市のほうでやはり一応７月末まで中

止または延期というような状況にはなってございますが、実際の

ところ、喜多方市の夏の大きなイベントである、７月末に実施し

ている花火大会や、８月中旬、お盆の時期に開催しております夏

祭り、太鼓大共演や盆踊り、この辺はもう中止ということで決定

させていただいているところでございます。 

３番目の教育関係でございますが、（１）の終わりの部分にご

ざいます、５月18日から教育活動を開始しているところでござい

ますけれども、部活動は当面中止ということだったんですが、な

お書き部分、なお、部活動は６月１日より段階的に実施すること

とし、練習試合等についても、感染防止対策を行った上で、６月

13日から実施可能とするということで、部活動についてこういっ
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た規定に変更になってございます。 

２ページ以降につきましてはご覧いただきたいと思います。 

３ページが、これは国、県でも示しているような中身でござい

まして、一応喜多方市でもこういった基準をつくりながらイベン

ト等の開催の目安としているところでございます。 

簡単でございますが、以上で説明を終わります。 

なお、補足説明ということで、生涯学習課のほうからちょっと

説明を。 

生涯学習課長 それでは、今ほど喜多方市の方針の説明があったところであり

ますけれども、生涯学習課所管でのイベントで既に中止になった

という部分、口頭でありますがお伝え申し上げたいと思います。 

まず、７月５日日曜日のオリンピックデーラン、これは中止と

いたしました。 

それから、７月18日日曜日、少年の主張大会を中止としまして、

これについては作文の審査のみ後日行うということとしたとこ

ろであります。 

それから、８月２日日曜日の第13回喜多方シティレガッタ、９

月13日日曜日の第14回きたかた駅伝競走大会、それから９月26日

土曜日の第７回喜多方こども駅伝大会、これらについては中止と

したところであります。 

以上です。 

文化課長 文化課関連の美術館とイベントについて現状のご報告を申し

上げます。 

美術館につきましては、現在、屋根の蛇腹部分なんですが、一

部が落ちてしまいまして、緊急の修繕のために休館しておりま

す。工事については順調に進んでおりまして、再開のめども立っ

たところで、再開につきましては７月９日に再開する予定でござ

います。内容につきましては、４月から６月にかけて実施する予

定でした橋本 照展を実施するということにしております。期間

につきましては７月９日から８月10日までで、市民の皆様への周

知につきましてはホームページ、それから７月１日号の広報、そ

して７月15日に変更後の美術館の年間スケジュールを全戸配付

いたしますので、それでお知らせしていく予定でございます。 

イベント関係なんですが、少し先になりますけれども、11月７

日、８日に予定しております将棋の日でございます。こちらにつ

きましては全国規模のイベントで、ＮＨＫの公開収録も予定して

いるものでございます。ただ、新型コロナの影響もありまして、
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現在、実際に実施できるのかどうなのか、日本将棋連盟等と、関

係機関と調整を行っているところでございます。 

現状につきましては以上です。 

教育長 今、イベント等の中止等のあれもあったんですが、これに関し

まして委員の皆様方、何かお聞きしたいこととか、何かありまし

たらお願いしたいなと思います。よろしいですか。 

髙橋委員 後援や共催についての協議がなかったのですが、それは今のと

ころないということでしょうか。 

教育総務課長 共催、後援につきましても、新型コロナウイルスの関係で市主

催のイベントは当然中止で、市主催でない場合につきましても自

粛をお願いするという形でやっておりまして、今しばらくはそう

いった形で進めておりますので、共催、後援についても今のとこ

ろないという状況でございます。 

教育長 よろしいですか。 

では、ほかにございますでしょうか。 

教育部長 私からも２点ほど状況をご報告したい点があります。 

まず、先ほど話題になりました小中学校のエアコンの関係です

が、近年、暑くなる期間が長いといいますか、早いということも

あって、今までだと６月の中頃からは運転できるようにいろいろ

業者さんのほうにお願いして、発電機をそれまで間に合うように

とかやっていたわけなんですけれども、こういう状況になってき

ましたので、少しエアコンの稼働期間を延ばしたいということ

で、今検討しています。具体的には、今までは６月中旬から９月

中旬だったものを、６月１日から９月末までというふうにできな

いかどうかということで、今業者さん等も含めて検討していると

ころでございます。可能だということであれば、来年度予算のほ

うの計上もしてまいりたいと考えています。 

学校に発電機をつけていますけれども、私も今回というか、去

年からで分かったんですが、容量が大きいので、簡単に言うと簡

易発電所的な、簡単に言いますとそういう扱いなので、いろんな

届出等も必要だという、期間の制限も何かかかるみたいなところ

もあるので、少しそういった技術的な部分も検討しながら、少し

延ばして期間に余裕を持ちたいなと思っております。それが１点

です。 

もう１点、今回のコロナの影響を受けて、子供たちのタブレッ

ト端末、話題になっていますが、それについても導入に向けて検

討しているところであります。この間、タブレットについては６
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月議会のほうでも議論があったところでございますが、教育委員

会としては、できるだけ国でも言っていますように１人１台の配

備という方向で進めたいと考えています。 

ただ、何せ台数を入れますと3,300台ほどということになる。

あとは、そうしますと経費も物すごい膨大なものになるというこ

ともありますので、いかに効率的に入れられるかというのを今検

討しているところです。 

入れ方としては、3,300台を一気に入れられるのか、あるいは

段階的にせざるを得ないというのは変ですけれども、段階的にや

ったほうがいいのかということもありますので、総合的に今検討

を進めているところであります。 

これが全国的な動きになっていますので、例えば発注したとし

ても、エアコンのときもそうだったですけれども、生産が間に合

わないというか、納期がかなりかかるような情報も得ていますの

で、すぐ発注したとしても結構納入までは期間がかかるというよ

うな情報のようです。 

以上、２つご報告を申し上げます。 

教育長 今、部長から２点ほど報告がありました。よろしいでしょうか。 

＜はいの声あり＞ 

教育長 いいですか。 

では、あとほかに事務局のほうからは特にないですか。いいで

すか。 

それでは、８番の連絡事項に移りたいと思います。 

教育総務課長 それでは、私から、来月７月の教育委員会定例会の日程につい

てお願いでございます。 

当初、７月につきましては９日ということでご案内させていた

だいたところでございますけれども、来年度の中学校の教科書の

採択の関係で、その採択に係る会議が７月15日に開催されること

になりましたので、その開催日以降、７月中に教育委員会の議決

が必要になってきますことから、９日の開催につきまして日程を

延期させていただきまして、７月22日水曜日に変更させていただ

きたいと思いますので、よろしくお願いいたします。時間につき

ましては10時ということで同じでございますので、よろしくお願

いいたします。 

以上でございます。 

教育長 では、次回の定例会の持ち方ですが、日にちが変更になりまし

たのでよろしくお願いいたします。 
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ほかには連絡等ございますでしょうか。よろしいですか。 

では、最後に委員の皆様方から何かあったらお願いいたしま

す。よろしいでしょうか。 

＜なしの声あり＞ 

教育長 いいですか。 

それでは、これをもちまして本日の６月の教育委員会定例会を

閉じたいと思います。 

閉会時刻ですが、午前11時30分ということでお願いいたしま

す。 

お疲れさまでした。 

閉会（午前11時30分） 
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以上 記録の正確なることを認め、ここに署名する。 
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